
ＤＦ千葉和彦（26＝新潟）、ＦＷ石原直樹（27＝

大宮）、韓国人のＤＦファン・ソッコ（22＝大邱

大）、ＭＦイ・デホン（18＝江陵中央高）の新加

入５選手の記者会見を行った。広島県出身でもあ

る増田は「小さいころからサンフレッチェに入る

のが夢だった。『広島の宝』と呼ばれる選手にな

りたい」と意気込みを語った。尊敬する元日本代

表ＧＫ下田（現広島コーチ）の背中を追い入学し

た広島皆実高でＧＫを始め、守護神として 06、

07年度の高校サッカー選手権で８強入りに貢献。

強豪・流通経大では U-23 日本代表候補にも選ば

れた。「なでしこジャパンに負けないように、男

も強くならないと。本大会出場に貢献したい」と

話した増田は会見後、グアムで行われた U-23 日

本代表トレーニングキャンプに合流するため東

京へ向かった。またクラブは、創立 20 周年でも

ある今季のスローガンを「WE FIGHT TOGETHER 

2012 団結」と発表。新体制で「組織的 

な攻撃サッカー」をさらに進化させ、「一 

致団結」して勝利を目指してもらいたい。 
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今年も多くの活躍を！ 
トップスからも 1団体 4選手が受賞 

中国 
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ス
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ン
は
「
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結
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森保一新監

督率いるサ

ンフレッチ

ェ広島は 14

日、U-23 日

本代表候補

のＧＫ増田

卓也（22＝

流通経大）、 

2011 年に国

内外で活躍

した中国地

方にゆかり

のあるチー

ム、選手に贈

られる第 55

回中国スポ

ーツ賞の表

彰式が 12 日 

 

中国新聞社提供 

に行われた。4団体、3個人にスポーツ賞が、7個人に特別賞が贈られた。選

手や指導者たち 39 人が出席。トップス広島からも全日本社会人選手権と日本

リーグで優勝したコカ・コーラウエストレッドスパークスがスポーツ賞を受

賞。サンフレッチェ広島から、アジアカップ日本代表としてアジアカップ優

勝に貢献した西川周作選手、森脇良太選手、NTT 西日本広島ソフトテニスクラ

ブから世界選手権女子個人ダブルスで初優勝した大庭彩加選手、佐々木舞選

手が特別賞を受賞。サンフレッチェ広島の西川周作選手は「代表ではレギュ

ラーを目指し、Jリーグでも個人タイトルを取りチームに貢献する」NTT 西日

本広島ソフトテニスクラブの佐々木舞選手、大庭彩加選手は「今年はアジア

選手権の団体と個人、国内も勝つ」コカ・コーラレッドスパークスの吉川由

華選手は「受賞を励みに今季もタイトルを取る」とそれぞれコメントした。

今年は去年以上に様々な大会でよい成績を収めてくれることを期待したい。 

 

意地見せた！ 

メ イ プ ル ３ 年 連 続 ３ 位    
全日本総合ハンドボール選手権大会 
 12 月 21 日から 25 日まで横浜国際プー

ルで第 63 回全日本総合ハンドボール選

手権大会が行われた。この大会は、実業

団からクラブチーム、学生の強豪が集ま

り日本一を決める大会。準決勝の相手は

ソニーセミコンダクタ九州。日本リーグ

勢の対戦となった。試合は互いに譲らず

一進一退の攻防が続き、第二延長まで縺

れ込むほどの接戦となる。しかし第二延

長の後半に 5 連続得点で一気に試合を

グ勢の対戦となった。試合は互いに譲ら 
 

 

団体戦男女優勝！ 
総理大臣杯全日本社会人対学生インドア大会 

 

 

 

第４５回総理大臣杯全日本社会人対学生インドアソフト

テニス大会が名古屋市総合体育館で行われ、社会人チーム

が接戦の末、男女そろっての優勝を果たした。男子は、村

上・高川ペアが桂・泉山ペア(早稲田大)に４-３で、堀・

長江ペアが荒武・後藤ペア(愛知学院大)に４-２でそれぞ

れ勝利し社会人にとって久々となる優勝に大きく貢献し

た。また、女子においては、大庭が上原(ナガセケンコー)

と組み水松・東海ペア(日本体育大)に４-２で、佐々木が

森原(東芝姫路)と組み柿崎・神谷ペア(日本体育大・東京

女子体育大)に４-１でそれぞれ勝利し、チームのストレー

ト勝ちに貢献した。また、個人戦においても、佐々木と大

庭は上記同ペアでそれぞれ優勝、準優勝を果たすなどすば

らしい活躍を見せた。しかし、男子はそれぞれ決勝トーナ

メント初戦で惜しくも敗退した。また、1 月 15 日に第 52

回東京インドア全日本ソフトテニス大会が東京体育館で

行われ、 佐々木・大庭ペアが準優勝に輝いた。同ペアは

女子予選 Bブロックを 1位で通過し、決勝トーナメントも

順調に勝ちあがった。惜しくも決勝戦に敗れはしたもの

の、すばらしい活躍を見せた。しかし、男子は堀・長江ペ

ア，村上・高川ペア、それぞれ予選リーグ敗退となってし

まった。しかし、今シーズンの戦いはまだ終わっていない。

男子の巻き返しに大きく期待したい！ 

 

ず一進一退の攻防が続き、第二延長まで縺れ込むほどの接戦となる。しかし第二延長の

後半に 5連続得点で一気に試合を決められ、結果 34－31 で惜敗し第 3位という結果に終

わった。呉監督は「優勝を目指していたが、試合中や練習で主力選手らが怪我をしてし

まったのだが、残りの選手たちでカバーをし合い、100%の力は出し切った。」とコメント

した。全日本の王座にあと一歩届かなかったが意地は見せた。睦月の冷たい風に吹かれ

ても彼女たちの熱き闘志がリーグ戦を熱くする最高のスパイスになるだろう。 

 



 

 

 

 

ワクナガ  

今季初タイトル獲得ならず 
 

JT サンダーズは 1月 14 日（土）の広島でのホ

ームゲームで豊田合成トレフェルサとの1戦に

挑んだ。第 1セットは自らのスパイクミスなど

で序盤リードを許し、22‐25 で第 1セットを失

う。第 2セットは序盤からお互いにサイドアウ

トを奪い合う接戦になった。20－20 の場面で自

らのミスで 3連続失点し、20－23とされ、万事

休すかと思われたが途中出場の甲斐がレフト

スパイクで反撃開始。3 連続得点を上げ、この

セットを 25－23 で奪った。第 3セットは JT が

主導権を握り、このセットを 25－15 で奪取。

初勝利に王手をかけた運命の第 4セット。この

セットも JT が得点を重ね、相手を圧倒しこの

セットを 25－17 で奪いゲームセット。セット

カウント 3－1で JTは待望の今リーグ初勝利を

手にした。15 日（日）はホーム 2連勝をかけ、

東レアローズと対戦。第 1、第 2 セットはリー

グ屈指のサイドアウト率を誇る東レの前に苦

しみ、2 連続でセットを落とす。後がなくなっ

た第 3 セットはデュースにもつれる接戦とな

り、29－27 で JT がセットを奪い返したが、反

撃もここまで。第 4セットは東レに支配され、

万事休す。セットカウント 1－3 で敗れ、ホー

ム 2連勝とはならなかった。 

 

1 月 1 日に第 56 回全日本実業団対抗駅伝競走大会が行われ、中国電力は 4時間 54 分

56 秒の 9 位でゴール。1 区で 19 位スタートと大きく出遅れるものの、その後は 3 区

石川、4区岡本がそれぞれ 6人抜きの力走を見せるなど一時は 5位争いに絡むも 6区

池淵が区間 32 位とブレーキ。結局 9位でゴールした。佐藤敦之主将は外国人が走る 2

区で日本人トップながら区間 19 位とチームの順位を上げる事が出来なかった。「新人

に任せないといけない状況自体が力のない証拠」と厳しい現実を受け止めた。過去 2

度の優勝を誇る中国電力。2001 年から続く 8位入賞も 11 年で途切れて 

しまった。坂口泰監督は「来年はもっと厳しい。ゼロからもう一度強く 

していくしかない」と雪辱を誓った。 
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バドミントン日本リーグ 
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広島東洋カープ 合同自主トレが始動 
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縄
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中国電力 9 位、入賞逃す 
～全日本実業団対抗駅伝競走大会～ 

 

区間 距離 選手名 記録 区間順位 通過順位 

1 区 12.3km 森本 卓司 36 分 15 秒 19 位 19 位 

2 区 8.3km 佐藤 敦之 23 分 36 秒 19 位 18 位 

3 区 13.6km 石川 卓哉 39 分 15 秒 8 位 12 位 

4 区 22.0km 岡本 直己 1 時間 3分 40 秒 3 位 6 位 

5 区 15.8km 田中 宏樹 46 分 59 秒 9 位 8 位 

6 区 12.5km 池淵 智紀 38 分 54 秒 32 位 9 位 

7 区 15.5km 新井 広憲 46 分 17 秒 8 位 9 位 

 

編集協力 広島経済大学 興動館 

＊ロゴマークの意味＊ 広島県の木、広島県の花として県民になじみの深いモミジをモチーフにしました。「新緑のモミ

ジ」はジュニアスポーツの育成を、「紅葉のモミジ」は選手が成長していく姿を表現しています。 
 ジュニア選手がトップを目標とすることを期待し、広島県のスポーツのジャンプアップを図ることを意味しています。 

2011 年 12 月 20 日（火）、広島市内において CCW レッドスパー

クスホッケー部の納会が行なわれた。選手会会長である GK 吉

川由華選手の司会で始まった会において、チーム全員の投票に

よる個人賞の発表が行なわれ、FB 朴善美選手が見事 MVP に選

出された。韓国体育大学校時代から常に中軸としてプレー。そ

の後に入団した韓国の実業団屈指の強豪、韓国テレコム社にお

いても春季大会 6 連覇、06 年大会ＭＶＰという、大きな実績

と実力を引きさげて入団した朴は、日本リーグ開幕から素晴ら

しい活躍をみせた。「しっかり守って攻撃参加もし、試合の流

れをつくりたい。全勝し、優勝する」とシーズン開幕前に朴は

語っており、全勝とはならなかったが、無敗での優勝に大きく

貢献し、見事に有限実行してみせた。来シーズンも CCW レッド

スパークス FB 朴善美の活躍に注目したい。功労賞に 

は GK の吉川由華選手、得点王には FW の爲藤夏弥選手、 

新人賞には FW 新井麻月選手が輝いた。 

 

バドミントン日本リーグは 12/25（日）に最終戦の東京大会が行

われた。1部残留の懸かる広島ガスは北都銀行と対戦。第一ダブ

ルスは小池・桜井選手ペアが一方的な試合で勝利。しかし、シ

ングルスの武田選手、第 2ダブルスの橋本・前田選手が敗れて

しまい、試合にも敗退。この結果日本リーグ 8位が確定した。

広島ガスは入れ替え戦で一部残留を懸けて戦うことになった。

入れ替え戦は 2/26（日）に東京都墨田区総合体育館で行われる。 

 

チームＭＶＰに朴選手 
CCW レッドスパークス 

 

JT今季初勝利 
２連勝とはならず 

12 月 21 日から 25 日にかけ、横浜国際プールスポーツフロアで第 63 回全日本総合ハンドボール

選手権大会が行われた。ワクナガレオリックはシードで準々決勝からの登場、相手は日本体育大

学。試合は後半残り 10 秒で日本体育大学に逆転されてしまい、その後、湧永の最後のシュート

もキーパーのファインセーブに阻まれ、試合終了。結果、29 対 28でおしくも敗戦。今季タイト

ルを獲得することができなかった。今シーズン残っているリーグ優勝を目指して、全力で頑張っ

てもらいたい。 

 


